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　「助け合う」という言葉は、とても温かい言葉だと思います。

そこには「人」がいて、「人」がいる。けっして一人じゃない。一人にさせない。

10月1日～12月31日

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動
実施中
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10月1日、規模を縮小し感染予防対策を講じた上、街頭

募金活動を行いました。皆さまからたくさんの募金ご協力、

ありがとうございました。

　

共
同
募
金
を
財
源
と
し
て
、
様
々
な
地
域
課

題
の
支
え
合
い
に
取
り
組
む
小
郡
市
内
の
福
祉

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
募

金
活
動
を
と
り
ま
く
環
境
は
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
培
っ
て
き

た
、
「
つ
な
が
り
」
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
地

域
づ
く
り
に
つ
な
い
で
い
け
ま
す
よ
う
、
引
き

続
き
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　「赤い羽根」で親しまれている共同募金の財源は、地域の皆さまからの温かい寄付によるもの
で、自分のまちを良くするしくみに活用されています。
　これからも小郡のまちをよくするために、地域主体、住民主体で活動される福祉団体やボラン
ティア団体等の活動支援を推進します。そこで、令和３年度の活動に向けて新規の配分団体を募
集します。
　詳しい募集要項は、ホームページ（http://shakyo.ogori.net/）でご確認、または本会窓口にお
問合わせ下さい。

〈令和３年度〉新規配分団体を募集！〈令和３年度〉新規配分団体を募集！

■対象団体　
　主に小郡市内を活動範囲として、地域福祉活動やボランティア
　活動等を行っている団体。
■配分金額　10万円を上限とします。
■配分の審査及び決定　
　配分団体と配分額は、配分審査会にて申請内容を審査、また
　必要に応じてヒヤリングを行い、本会にて決定します。
■申請期間　12月15日（火）まで。
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　第47期目となります「ウインタースクール」を冬休みに開催します。

　障がいのある小・中学生及び高校生とそのきょうだい児と一緒に、「お菓子づくり」「買い物」等のレク

リエーション活動を通して障がい児同士やボランティアとの交流を深めていきます。

　私たちと一緒に活動していただくボランティアスタッフを募集します！

　　　　　　　　　　　　　　　※感染状況によっては中止となる場合もあります。

日　　時　 １月５日（火）・７日（木）午前９時〜午後３時

会　　場　  あすてらす（小郡市総合保健福祉センター）多目的ホール他

対 象 者　  障がい児（者）福祉に関心のある高校生以上の方（1日のみの参加可）

定　　員　  20名／日（※昼食は準備します。）

申込期間　  12月１日（火）〜12月12日（土）

申 込 先　  サポネットおごおり（あすてらす内）

　　　　　  TEL（0942）72−3175　FAX（0942）80−5506

説 明 会　  12月20日（日）午前９時〜11時（あすてらす２階 視聴覚室）

主　　催　  グローカルネットワークおごおり

　　　　　　（サポネットおごおり、こぐま福祉会、市社会福祉協議会、市福祉課の４者によるネットワーク）

　　　　　　※ボランティア証明書の発行も行います。

　自分たちが出来る事（手芸）を楽しみながら福祉に繋げていこうと、いただいた布・着物で作った作品をバ

ザー等で販売し、その売り上げを福祉関係団体に寄付されています。三人で始まったこの活動は賛同者が増え、

現在は10名を超えました。今年は地域に出かけ、高齢者と一緒に作品作りに励んでおられます。

シリーズ  ボランティア団体紹介 　

代 表

西 川 悦 子 さん

（活動歴14年）手芸ボランティア ねこの手

　定例の活動の他に近年は、手芸に興味

がある高齢者と共に布を使って作品をつ

くるワークショップ（古布でワークショッ

プ「布あそび」）を行っています。

　その活動の応援をいただき、今年度は

「市民提案型協働事業」に採択されまし

た。そのため高齢者がより参加しやすい

ように地域の公民館に出かけ出張ワーク

ショップを展開しています。是非ご参加

ください。

〇活 動 日：定例会　第１・３月曜日（場所：あすてらす）

〇活動内容：寄付された布・着物・帯などのリフォーム服や

　　　　　　小物を作り、バザー等で販売し収益金を福祉関

　　　　　　係に寄付をする。 

【問合せ】ボランティア情報センター　☎ 0942−73−1131 ▲ワークショップの様子（東野公民館）

21

申込みは、
ボランティア情報センターまで

●12/２（水）小郡交流センター
●12/14（月）あすてらす
●12/22（火）・1/26（火）東野公民館

古布でワークショップ
布あそび

ウインタースクール   

ボランティア募集！！

おやつの
お買い物

パンダの
パン作り
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特集／人が人を想う気持ち  点から線に地域をつなぐ

　　コロナ禍の中、地域福祉に

携わる社会福祉協議会は、互

いを思いやり支え合いながら

「つながろう」とする取組み

の必要性を、改めて認識し、

「つながり」をつないでいく

新しい活動に取組みます。

●ふれあいネットワーク「リーフレット」作成

　　誰でも安心して暮らせるように、地域のつながり「ふ

れあいネットワーク」活動の推進。高齢者の見守りやサ

ロン活動向けの感染予防対策「リーフレット」を地域で

活用いただけるよう作成しました。また、サロンや自宅

でも楽しんでいただけるように、脳トレ「宝満ノート」

も作成しました。

　　高齢者や障がい者などの外出機会を保つため、必要な

方に車椅子対応車両や車椅子の貸出しを行っています。

●福祉なんでも相談窓口

　　生活費、家族問題、引きこもり、福祉サービスなど、

さまざまなお困りごとは、ご相談ください。

　行政、地域と協議し、新しい生活様式を取入れながら、

小郡市の地域福祉活動を推進していきます。

安心して暮らせる地域づくり
　 「つながり」をつないでいく。
　工夫と知恵を出し合う、
　　　　新しい活動の取組み。

安心して暮らせる地域づくり
　 「つながり」をつないでいく。
　工夫と知恵を出し合う、
　　　　新しい活動の取組み。

小郡市社会福祉協
議会

お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください

W
ith

コ
ロ
ナ
時
代
　
工
夫
と
知
恵
を
出
し
合
う
、
新
し
い
生
活
様
式

　
昨
年
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
感
染
予
防
策

と
し
て
、
人
と
人
が
お
互
い
に
距
離
を
取
り
、
ふ
れ
あ
う
機
会

を
減
ら
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
地
域
住
民
等
に
よ
る
福
祉
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
も
余
儀
な
く
休
止
や
延
期
さ
れ
る
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
活
動
自
粛
の
中
、
私
た
ち
は
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
は
「
つ
な
が
り
」
を
途
切
れ
さ
せ

な
い
活
動
や
、
互
い
を
思
い
や
り
支
え
合
い
な
が
ら
「
つ
な
が

ろ
う
」
と
す
る
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
社
会
や
経
済
活
動
が
段
階
的
に
再
開
し
て
い
る
こ
と

に
伴
い
、
小
郡
市
で
も
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
つ
な
が
る
活

動
は
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
収
束
に
は
ま
だ
時
間
を
要

す
る
よ
う
で
す
が
、
十
分
な
感
染
予
防
対
策
を
と
り
な
が
ら
、

出
来
る
こ
と
を
安
全
に
進
め
て
い
く
、
地
域
の
新
し
い
生
活
様

式
の
始
ま
り
で
す
。

動き出した

地域の活動を

紹介します
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特集／人が人を想う気持ち  点から線に地域をつなぐ

　６月27日再開。

　「おごおりこどもひろば」は、小学生や中学生

を対象に月に1～２回、子どもたちの週末の居場

所づくりとして開催しています。

　６月の学校再開に合わせ、「おごおりこどもひろ

ば」も再開しました。予防対策として長時間の活

動を控え2時間に短縮し、昼ご飯も大勢で食事が

できないため、スタッフの手づくり弁当は持ち帰

りにしました。時短になった分、遊ぶ場所や時間

に制限があり、少々窮屈な思いをさせています。

　「おごおりこどもひろば」は再開しましたが、

コロナ対策や会場確保、スタッフ確保、運営資金

など、これからの運営にあたっての課題は山積み

ですが、子どもたちが安心できる居場所づくりの

ため、地域のチカラをお借りして継続していきた

いと思います。

※現在は、大崎教育集会所を拠点に活動してますが、状況

　により変更することもあります。

子どもと家庭を
地域につなげよう。
子どもと家庭を
地域につなげよう。

　11月10日ペタンク大会開催。

　高齢者もコロナの影響による自粛生活の中で人

とふれあう機会が少なくなりました。我々、市老

人クラブ連合会は、高齢者が引きこもりにならな

いように、計画している行事はカタチを変え、や

り方を変え、縮小してでも活動をしていこうと

思っています。手間と時間を要しますが、検温・

体調管理・参加者名簿等を記録するなど予防対策

を取りながら実施しています。ペタンク大会は市

体育館での開催予定でしたが、感染予防を考え七

夕グランドの野外で実施しました。冷え込んだ朝

でしたが、会員の元気な姿が一堂に集まり、155

人、44チームで競い合う楽しい大会になりまし

た。

予防対策は万全に！
カタチを変えてでも続けていこう。
予防対策は万全に！

カタチを変えてでも続けていこう。

小郡市老人クラブ連
合会

おごおりこどもひ
ろば

作戦
会議中

お昼の
カレーライス
準備中

慎重に
投球！
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三
国
が
丘
１
区
の
サ
ロ
ン
を
見
学

し
た
時
に
﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
言
葉
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
三
か
月
ぶ
り
の
サ
ロ
ン

に
開
始
30
分
以
上
前
か
ら
お
越
し
に

な
り
、
自
粛
生
活
の
ス
ト
レ
ス
を
発

散
す
る
か
の
よ
う
な
元
気
な
お
し
ゃ

べ
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
安
心
安

全
の
た
め
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
は
大
切
で
す
が
、
毎
日
楽
し
く
活

き
活
き
と
し
た
生
活
を
送
る
上
で

﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
＝
親
し
い
人
と
の
人
間
関
係
﹂
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
時
間
な
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
感

謝
・
感
謝
で
す
。

　
高
齢
期
に
な
る
と
、
座
る
時
間
が

長
く
な
り
が
ち
で
す
。
一
日
座
っ
て

い
る
時
間
が
、
４
時
間
と
11
時
間
を

比
べ
る
と
11
時
間
の
人
の
死
亡
リ
ス

ク
は
40
％
ア
ッ
プ
す
る
そ
う
で
す
。

お
隣
の
人
や
親
し
い
人
た
ち
と
の
楽

し
い
会
話
は
脳
は
活
性
化
し
ま
す
が
、

黙
っ
て
い
る
時
間
が
長
い
と
脳
の
機

能
は
落
ち
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
﹁
ぼ
ー
っ
と
し
て
い

る
時
間
が
長
い
﹂
と
、
心
身
と
も
に

衰
え
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
健
康
と
は
﹁
身
体
的
﹂
﹁
精
神

的
﹂
﹁
社
会
的
﹂
に
健
や
か
な
状
態

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
日
活
き

活
き
と
し
た
生
活
を
送
る
上
で

﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
﹂
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
時
間
な
の
で
す
。

　
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
﹁
コ
ロ
ナ
記

念
新
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
様

式
﹂
を
小
郡
市
か
ら
発
信
し
ま
し
ょ

う
。

特集／ーふれあいネットワークー　新しい工夫でつながりをつなぐ 特集／ーふれあいネットワークー　人の想いが地域に見えてくる

　10月22日開催。

　古賀区公民館の会場には、コロナウィルス沈静化

を願って、アマビエの絵が描かれた横断幕が張ら

れ、目を引きました。入場の際は、検温、手指消毒

をしていただき、正面玄関や室内の窓は開けて換気

をするなど予防対策を取りながら開催されました。

マスクを付けたままでもできる体操から始まり、昭

和の頃、三沢にあった共同風呂の懐かしいお話に、

皆さんの幼少の記憶が蘇ったようでした。最後は、

地元「古賀区青陽会」によるひょっとこ踊り。お面

の下にもマスクをつけて、予防に徹した愉快な踊り

を披露いただき、楽しいサロンの時間になりまし

た。

　10月30日開催。

　非接触型アルコール消毒機器が設置され、手で触

れることなく消毒し、検温して入場。会場は対面に

ならないよう前を向いた席の配置とし、予防対策に

徹し安心して入場いただけるよう工夫されてました。

家で過ごす時間が長かったので、血圧測定など健康

チェックを受けていただきました。リラックスした

ところで地域包括支援センターのスタッフさんから

介護保険についての講話から、脳トレクイズで盛り

上がりました。それからマスク着用でも息が上がら

ない「健康レク体操」で、心と体をほぐしていただ

きました。食事会は控え、お茶とお菓子を自宅で召

し上がっていただけるよう、準備していただいてい

ました。

　６月12日と19日の２回に分けて開催。

　予防に徹しながら、サロンを再開しました。区総会

や自治会活動等をすべて中止にせざるを得ない頃、サ

ロンに参加いただいていた方々の自粛生活の様子を聞

いたところ、「口数が減った」「体を動かしたい」

「人と話がしたい」と、外出機会の少ない生活に不安

を抱えておられる様子。また、春休みやＧＷに子ども

や孫たちが集まることも控え、楽しみが少ないストレ

ス生活に、人と触れ合うサロンの再開を望む人が多く

おられました。不安な生活から早く抜け出せるよう

に、自治会で検討に検討を重ね、参加者が守るべき約

束事を決め予防対策を講じました。サロン再開を進め

ることで、改めて地域のつながりの重要性と自治会活

動の役割の大きさを感じています。

　10月21日開催。

　「お年寄りが自宅に閉じこもりきりで困ってい

る。何とかして欲しい」という声が聞こえていまし

たが、何しろ、対象者が高齢者であることから随分

と考えました。休止していた推進委員会を開き、知

恵を出し合って、予防対策を考えました。結果、公

民館の広さを活かし「一人1枚の畳」間隔対策と、検

温・マスク・手指消毒・換気を徹底していくことで

サロンを再開させました。

　短時間でしたが、有意義な講話を聞いたり、運動

指導を受けたりすることができました。久しぶりに

会えてうれしい」「こうして集まるといいね〜。」

と、皆さんに喜んでいただき実行してよかったと

思っています。

アマビエのおもてなしアマビエのおもてなし健康レク体操で
心と体をほぐします
健康レク体操で
心と体をほぐします

一人、畳１枚の
予防対策

一人、畳１枚の
予防対策

福祉レクリエーション講座

講師：佐藤靖典さん

福岡県レクリエーション協会専務理事。

レクリエーション等の指導を通じて

地域が、元気でつながる活動を推進。

サロン再開の決め手は、
住民からの生の声。

サロン再開の決め手は、
住民からの生の声。

三国が丘１区大板井１区古賀区上西区

血圧を測定し、健康チェック 青陽会による、ひょっとこ踊り
嶋田病院の島田先生による、コロナ感染予防

に関する講話 健康体操でゆっくり体をほぐします

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
時
間

﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂
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ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
障
が
い
へ
の
理
解
と

一
緒
に
楽
し
む
、
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
ろ
う
。

1994年８月生まれ、朝倉市在住。デフバスケットボール
チーム〝福岡エメラルド〟に所属し活動中。2014年デフバ
スケットボール日本代表強化指定選手として強化合宿に参加。
また、2017年より、福岡県ろうあ者スポーツ委員会に所属
し、デフスポーツの体験を通じて、聞こえないことへの理解
を広める講演活動等を行っている。

江藤愛美（えとうあみ）プロフィール

　

今
、
私
は
デ
フ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
新
し
い
活
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
へ
の
理

解
と
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
み
ん
な

で
一
緒
に
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
の
す
ば
ら
し
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
耳
が
聞
こ
え
な
い
私
は
、

手
話
や
口
語
（
口
の
動
き
か
ら
言
葉
を
読
み

取
る
）
な
ど
で
会
話
を
し
て
い
ま
す
。
聞
こ

え
に
障
が
い
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
比
良

松
中
学
校
に
入
学
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
将
来
の
こ
と
を

考
え
、
福
岡
高
等
聴
覚
特
別
支
援
学
校
高
等

部
へ
進
み
、
卒
業
後
は
専
攻
科
ビ
ジ
ネ
ス
科

で
２
年
間
学
び
、
事
務
職
に
必
要
な
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

　

両
親
に
と
っ
て
も
、
私
の
障
が
い
が
わ

か
っ
た
時
は
、
ど
ん
な
に
辛
く
苦
し
か
っ
た

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
父
は
、
私
が
聞
こ
え

な
い
の
は
、
右
耳
を
失
調
し
て
い
る
自
分
の

せ
い
と
責
め
、
母
も
「
自
分
の
耳
と
交
換
し

て
く
れ
！
」
と
医
師
に
何
度
も
お
願
い
し
た

と
聞
き
ま
し
た
。

　

父
は
、
地
域
の
集
ま
り
の
都
度
、
私
が
聞

こ
え
な
い
こ
と
を
話
し
、
通
学
時
や
散
歩
し

て
い
る
と
き
な
ど
、「
通
行
す
る
車
の
気
配

や
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
て
も
気
づ
か
な

い
の
で
、
気
掛
け
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
し

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
地
域

の
皆
さ
ん
は
、
私
の
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
聞
こ
え
な
く

て
も
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
と
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
そ
ろ
ば
ん
、
習
字
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
参
加
し
、
大
原
小
学

校
（
小
郡
市
）
の
「
こ
と
ば
の
教
室
」
に
も

通
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
は
、
聞
こ
え
な
い
こ
と
で
、
思

い
が
伝
わ
ら
ず
い
じ
め
に
あ
っ
た
り
、
け
ん

か
し
た
り…

。
今
で
も
困
っ
た
り
、
悩
ん
だ

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
聞
こ
え
な
い

の
は
誰
の
せ
い
で
も
な
い
し
、
聞
こ
え
な
い

か
ら
学
べ
た
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ
あ
っ
た
経
験
が
、

今
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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スポーツでつながろう。
　

比
良
松
中
学
校
へ
の
進
学
は

と
て
も
迷
い
ま
し
た
が
、
大
好

き
な
姉
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
行

き
た
い
、
も
っ
と
友
だ
ち
を
作

り
た
い
思
い
で
入
学
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
私
の
大
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。
学
校
生

活
に
慣
れ
て
、
友
達
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
周
り
か
ら

は
、「
チ
ー
ム
プ
レ
ー
は
難
し

い
、
個
人
競
技
が
い
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
母
と
一
緒
に

顧
問
の
先
生
に
お
願
い
に
行
く

と
、「
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。」
と
笑
顔
で
歓
迎
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

部
活
動
で
は
、
小
学
校
か
ら

の
友
だ
ち
が
、
先
輩
や
同
級
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
、「
ゆ
っ
く

り
話
し
て
あ
げ
て
。
」「
笛
が

鳴
っ
た
ら
合
図
で
知
ら
せ

て
。」
な
ど
、
私
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
教

え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
先
生

の
話
は
、
み
ん
な
が
通
訳
し
て

く
れ
た
の
で
、
練
習
も
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
中
体
連
大
会
で
優
勝
旗

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

先
生
と
仲
間
と
の
出
会
い
が
、

デ
フ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
つ

な
が
り
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

代
表
選
手
に
な
る
目
標
を
見
つ

け
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
、
日

本
代
表
強
化
指
定
選
手
と
し
て

強
化
合
宿
に
参
加
、
残
念
な
が

ら
代
表
に
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
新
し
い
仲
間
と
の
出
会

い
で
、
世
界
が
大
き
く
広
が
り

ま
し
た
。

　

デ
フ
バ
ス
ケ
を
始
め
て
か
ら

10
年
。
現
在
、
選
手
を
し
な
が

ら
福
岡
県
ろ
う
あ
者
ス
ポ
ー
ツ

委
員
会
役
員
と
し
て
、
デ
フ
バ

ス
ケ
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
色
々
な
業
務
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
と
ん
ど
に
デ
フ

ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
こ
と
も
広
め

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
、
好

き
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
と
思
い
、
私
が
経
験
で

学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

＊
次
回
は
、
社
会
人
と
な
っ
た

愛
美
さ
ん
の
災
害
体
験
の
お
話

を
伺
う
予
定
で
す
。

　

身
体
障
害
者
の
「
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
に
対
し
「
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（D

e
a

fly
m

p
ic

s

）
」
は
、

ろ
う
者
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

障
が
い
当
事
者
で
あ
る
ろ
う
者
自

身
が
運
営
す
る
、
ろ
う
者
の
た
め

の
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

競
技
は
ス
タ
ー
ト
の
音
や
審
判
の

声
に
よ
る
合
図
を
視
覚
的
に
工
夫

す
る
以
外
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同

じ
ル
ー
ル
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

【
団
体
会
員
】

【
個
人
会
員
】

藤
吉
　
　
宏

権
藤
　
修
二

矢
野
　
隆
士

山
下
　
洋
子

三
根
　
順
平

川
邉
　
由
美

小
田
　
　
睦

栁
　
慎
太
郎

平
田
　
廣
明

柏
木
　
和
治

久
保
　
貴
駿

野
口
　
博
一

野
口
　
成
之

林
　
　
健
一

川
原
　
美
穂

八
尋
　
　
力

髙
木
　
大
夢

竹
原
　
宏
樹

平
　
　
隆
太

三
澤
　
　
結

合
原
　
綾
子

山
村
　
　
智

吉
冨
彰
希
子

橋
本
　
昭
泰

東
園
　
清
隆

井
上
　
　
航

内
村
　
隆
之

清
水
　
克
也

亀
田
　
　
亮

伊
藤
　
静
華

田
中
　
将
太

大
久
保
武
蔵

諸
岡
　
佳
紀

石
田
　
知
也

石
橋
　
和
佳

砥
綿
　
利
夫

大
谷
　
拓
也

濱
村
　
美
江

古
邊
　
巧
巳

星
野
　
　
勉

塩
足
　
隆
志

黒
田
　
孝
幸

荒
田
　
高
志

原
田
　
真
弓

香
月
　
　
浩

大
坪
　
由
美

横
尾
　
憲
保

緒
方
　
将
彦

米
田
　
稔
史

浦
　
　
泰
史

野
見
山
知
剛

丸
山
　
耕
平

小
堂
亜
紀
子

諸
富
　
紀
子

船
津
　
由
紀

坂
田
　
　
仁

肥
山
　
　
勝

香
月
　
正
明

寺
﨑
　
鈴
江

寺
﨑
研
一
郎

山
内
み
ど
り

松
尾
き
よ
子

福
田
　
　
敏

山
下
　
幸
男

國
分
　
浩
史

山
口
　
浩
一

久
冨
　
由
尊

佐
藤
　
吉
生

佐
藤
美
恵
子

佐
藤
　
祐
介

佐
藤
　
優
香

佐
藤
　
直
子

市 

長
寿
支
援
課

　
　
　
有
志

市 

道
路
建
設
課

　
　
　
有
志

小
郡
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
有
志

賛助会員の
ご加入ありがとう
ございました

賛助会員の
ご加入ありがとう
ございました

小郡市の福祉活動に活用
させていただきます

小郡市の福祉活動に活用
させていただきます

令和2年度令和2年度

８月～10月受付〈敬称略・順不同〉

・
小
郡
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
で
ん
で
ん
虫

・
小
郡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
大
原
校
区
民
生
委
員

　
　
　
　
児
童
委
員
協
議
会

・
中
学
前
区
老
人
会
（
も
み
じ
会
）
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■ 

日
　
時

　

12
月
15
日
（
火
）
〜
12
月
22
日
（
火
）

　

※
ラ
イ
ブ
発
信
19
日
、
20
日
に
実
施

■ 

内
　
容

　

法
人
情
報
や
求
人
票
掲
載
（
１
２
０
法
人
予
定
）

　

そ
の
う
ち
の
20
法
人
は
ラ
イ
ブ
配
信
を
予
定

■ 

対
　
象

　

社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
へ
の
就
職
希
望
者

　

（
資
格
・
経
験
は
不
要
）

■ 

参
加
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
た
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
の
上
、
参
加
で

き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
わ
ず
、
ご

自
身
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ェ
ア
に
参
加
で
き
な
い
人
は
、

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

日
　
時

　

令
和
３
年
１
月
29
日
（
金
）
11
時
〜
16
時
ま
で

　
　
　

（
昼
食
休
憩
12
〜
13
時
）

■ 

会
　
場

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
３
–
１
–
７
）

■ 

内
　
容

　

介
護
技
術
の
復
習
（
講
義
・
実
技
）

■ 

対
　
象
（
定
員
20
名
）

　

介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研
修
課
程
修
了
者
で
、

　

介
護
分
野
に
就
業
し
て
い
な
い
方

■ 

参
加
費　
無
料

■ 

問
合
せ

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会　

人
材
・
情
報
課

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
１
０

　
　

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

小
郡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
で
、
予
定
行
事
の
「
観
桜
会
」「
ふ

れ
あ
い
日
帰
り
旅
行
」
「
健
康
講
座
」

等
々
す
べ
て
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
何
か
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け
る
事
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
思
案
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
「
喜
楽
会
」
で
は
、
毎
月
、
役

員
で
「
井
戸
端
会
議
」
を
行
い
、
そ
れ
ら

の
情
報
を
Ａ
４
用
紙
両
面
に
書
き
ま
と

め
、
全
会
員
さ
ん
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
情
報
紙
の
中
に
「
簡
単
料
理
レ

シ
ピ
」
の
紹
介
を
し
て
み
ま
し
た
。

　

私
は
定
年
後
、
約
７
年
間
「
男
の
料
理

教
室
」
に
通
い
、
そ
の
時
に
教
わ
っ
た
料

理
と
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
料
理
の
中
で
、
こ
れ
は
と
思
っ
た
レ
シ

ピ
を
家
庭
で
作
る
よ
う
に
な
り
、
保
存
し

て
い
る
２
４
０
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
の
紹
介

で
し
た
。
数
人
の
会
員
さ
ん
か
ら
「
作
っ

て
み
た
ら
簡
単
で
美
味
し
か
っ
た
」
と
嬉

し
い
声
を
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
公
民
館
で
の
飲
食

が
解
禁
に
な
れ
ば
、
毎
月
誕
生
日
の
方
を

ご
招
待
し
、「
ふ
れ
あ
い
料
理
の
集
い
」

等
を
ク
ラ
ブ
行
事
と
し
て
、
み
ん
な
の
手

料
理
で
お
祝
い
で
き
た
ら
い
い
な
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
行
事
が
開
催
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
、
皆
さ
ん
、
予
防
し
な
が
ら
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

会
員
さ
ん
に

簡
単
料
理
レ
シ
ピ
の
発
信

会
員
さ
ん
に

簡
単
料
理
レ
シ
ピ
の
発
信

納豆は容器のまま箸でタレ

を混ぜ合わせると安定。

油を軽く引いたフライパン

を加熱し、1パックの納豆を

乗せほぐしながらドーナツ

状にし、このまま10〜15秒

ほど焼きます。

（材料＆分量：１人分）

●納豆 １パック ●玉子 １個

●付属のタレ●サラダ油 適量

大
板
井
二
区﹁
喜
楽
会
﹂

　
　
　
　 

久

保

井 

和

夫

http://w
w
w
.fuku-shakyo.jp/jinzai/

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

第2回

真ん中に玉子を割入れます。

蓋をして弱火にし、半熟、

やや固め等お好みの状態

に仕上げて下さい。茶碗

にご飯をよそい、上に乗

せて完成です！

焼き納豆丼 ①①

②②

③③

④④

大葉やチーズを混ぜ込んでも
美味しいですよ！

　納豆好きの方のレシピ。
軽く焼くことにより味と食感が
香ばしく変化し、美味しく経済的！

ｉ
ｎ  

Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ
（
ｗ
ｅ
ｂ
）

ｉ
ｎ  

Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ
（
ｗ
ｅ
ｂ
）
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生
活
困
窮
者
自
立
相
談
事
業
へ
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
生
活
に
必
要
な
物
品
等
の
寄
贈
、
ま
た
は
寄
付
金

に
よ
る
ご
支
援
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︿
支
援
寄
付 

８
月
〜
10
月
﹀

・
ゼ
リ
ー
16
個 

・
米
1
6
2
キ
ロ 
・
毛
布
４
枚

︻
問
合
せ
︼
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
☎ 

０
９
４
２
・
７
３
・
１
１
２
０

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
４
２
・
7
2
・
5
6
9
4

●
香
典
返
し
寄
付 (

順
不
同)

　

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
郡
市
の
福
祉
向
上
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

（
８
月
11
日
〜
11
月
10
日
ま
で
。
順
不
同
）

　

故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
へ
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
へ
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

・
匿
名　

車
椅
子
一
台

・
下
町
区　

森　

マ
チ
子　

様
（
故
夫　

虎
来 

様
）

・
松
崎
区　

南
部　

武
彦　

様
（
故
母　

光
子 

様
）

・
西
島
区　

匿
名

●
物
品
寄
付

・
小
郡
プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ

・
手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ね
こ
の
手　

手
作
り
マ
ス
ク
50
枚

●
コ
ロ
ナ
予
防
対
策

・
下
町
区　

行
実　

福
祐　

様

・
上
西
区　

井
手　

鍈
子　

様

・
上
西
区　

永
利　

隆
幸　

様

●
一
般
寄
付

◆場　所

◆日　時

◆体　制

◆受　付

小郡市総合保健福祉センター「あすてらす」1Ｆ

第２・第４木曜日　午後１時～４時

弁護士１名が対応します。（お一人30分以内）

予約日の午前９時から電話により、先着６名の受付です。 ☎ 0942ー73ー1120

心配ごと・困ったこと等、市民の生活に関わる様々な問題を相談できる窓口です。

弁護士による無料相談を行っております。ご希望の方は事前予約にて申し込みください。

※無料弁護士相談は、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため状況により中止になることもあります。

2月の相談日程1月の相談日程

10日 弁護士相談

＊予約日：12/３（木）午前９時～

12月の相談日程

24日 弁護士相談

＊予約日：12/17（木）午前９時～

14日 弁護士相談

＊予約日：１/７（木）午前９時～

28日 弁護士相談

＊予約日：１/21（木）午前９時～

11日の弁護士相談は
 祝日のため休みです

25日 弁護士相談

＊予約日：２/18（木）午前９時～

あなたの悩みを心配ごと相談へ

一
、
　
本
会
は
、
個
人
の
人
格
尊
重
の
理
念
の
も
と
に
、
関

係
法
令
等
を
遵
守
し
、
実
施
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
お

い
て
、
個
人
情
報
を
慎
重
に
取
り
扱
い
ま
す
。

二
、
　
本
会
は
、
個
人
情
報
を
適
法
か
つ
適
正
な
方
法
で
取

得
し
ま
す
。

三
、
　
本
会
は
、
個
人
情
報
の
利
用
目
的
を
で
き
る
限
り
特

定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
目
的
の
範
囲
の
み
利
用

し
ま
す
。

四
、
　
本
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
明
示
し
た
範
囲
及
び
法
令
等

の
規
定
の
基
づ
く
場
合
を
除
い
て
、
個
人
情
報
を
事
前

に
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
外
部
に
提
供
し
ま
せ

ん
。

五
、 

本
会
は
、
個
人
情
報
を
正
確
な
状
態
に
保
つ
と
と
も

に
、
漏
え
い
、
滅
失
、
棄
損
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

適
正
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

六
、 

本
会
は
、
本
人
が
自
己
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
開

示
・
訂
正
・
追
加
・
削
除
・
利
用
停
止
を
求
め
る
権
利

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
ら
の
申
出
が

あ
っ
た
場
合
に
は
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

七
、
　
本
会
は
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
が

あ
っ
た
と
き
は
、
適
切
か
つ
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

八
、
　
本
会
は
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
適
切
な
管

理
体
制
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
役
職
員
の
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
意
識
啓
発
に
努
め
ま
す
。

九
、
　
本
会
は
、
こ
の
方
針
を
実
行
す
る
た
め
に
、
個
人
情

報
保
護
の
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
本
会
役
職
員
に
周
知

徹
底
し
、
確
実
に
実
行
し
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
十
七
年
九
月
一
日
　
制
定

　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
　
小
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
長
　
　
吉
　
塚
　
邦
　
之

【
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
方
針
】

社
会
福
祉
法
人
小
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
以
下
の
方
針
に
基
づ
き
個
人
情
報

の
保
護
に
努
め
ま
す
。

▲布製手作りマスク
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